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上う

え

ず

江
洲 
（
イ
ー
ジ
）

は
じ
め
に

上
江
洲
の
歩
み

上
江
洲
地
名
を
考
え
る

　

地
名
に
は
珍
し
い
地
名
、
読
み
に
く
い
地

名
、
由
来
に
よ
る
地
名
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
、
意
味
を
持
っ

て
い
る
。

　

私
の
地
名
散
歩
は
、
で
き
る
だ
け
分
か
り

や
す
く
、
楽
し
く
と
い
う
意
図
だ
が
「
わ
か
り

に
く
い
」と
い
う
読
者
も
い
る
。

　

こ
こ
で
少
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
上
江
洲
の
話
の

前
に
、
二
、
三
の
地
名
を
紹
介
す
る
。

① 

米
子

　

鳥
取
県
に
あ
る
地
名
。一
説
に
は
、
八
十
八

（
米
）
歳
で
子
供
が
で
き
た
の
で
「
米
子
」
に

な
っ
た
と
い
う
、
め
で
た
い
由
来
に
よ
る
地
名

で
あ
る
。

② 

糸
満

　

諸
説
あ
る
が
、
そ
の
昔
八
人
の
英
国
人
が

漂
着
し
、
こ
こ
に
住
み
着
い
た
の
で
、
エ
イ
ト

（
八
）
マ
ン
（
男
）
、
こ
の
エ
イ
ト
マ
ン
か
ら
イ

ト
マ
ン
（
糸
満
）
に
な
っ
た
と
い
う
笑
い
話
の

よ
う
な
説
も
あ
る
。

③ 

保
栄
茂

　

豊
見
城
市
に
あ
る
地
名
。
こ
の
地
名
を
正

し
く
読
め
る
人
は
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
で
も
案

外
少
な
い
。
茶
化
し
て
「
ボ
イ
ン
」
と
呼
ん
だ

人
も
い
る
が
「
ビ
ン
」
と
読
む
。
南
風
が
転
訛

し
て「
ビ
ン
」と
な
っ
た
か
。

　

上
江
洲
は
、
勝
連
半
島
の
南
側
に
連
な
る

勝
連
城
跡
、
大
田
バ
ン
タ
、
上
江
洲
バ
ン
タ
、

喜
屋
武
マ
ー
ブ
と
続
く
丘
陵
台
地
に
位
置
す

る
。
上
江
洲
バ
ン
タ
は
眼
下
に
下
原
、
州
崎
一

帯
を
お
き
、
遥
か
に
中
城
湾
海
上
に
浮
か
ぶ

津
堅
島
や
久
高
島
、
知
念
半
島
が
眺
望
で
き

る
絶
景
の
地
で
あ
る
。
ま
た
中
城
湾
を
挟
ん

で
勝
連
城
跡
と
中
城
城
跡
が
相
対
す
る
歴
史

と
ロ
マ
ン
を
駆
り
立
て
る
場
所
で
も
あ
る
。

　

こ
こ
は「
月
見
バ
ン
タ
」
と
も
呼
ば
れ
、
か
つ

て
若
者
達
が
歌
い
、
踊
り
、
語
り
、
情
熱
を
燃

や
し
た
毛
遊
び
の
名
所
で
あ
っ
た
。

は
ん
た
ば
る
胡
く
ぅ
ち
ょ
う
ぐ
わ
ぁ

弓
小
　
音
高
さ
、

た
き
ま
さ
い
胡
く
ぅ
ち
ょ
う
ぐ
わ
ぁ

弓
小
　
こ
が
と
暗
河

ま
で
ふ
き
ゅ
る
胡
く
ぅ
ち
ょ
う
ぐ
わ
ぁ

弓
小

　

小
鳥
た
ち
が
鳴
く
声
を
沖
縄
ぐ
ち
で
は

「
フ
キ
ー
（
ユ
）ン
」
と
い
う
が
、
そ
の
歌
声
が

「
ふ
き
ゅ
る
」
と
の
表
現
は
妙
を
得
て
面
白

い
。

　

近
年
こ
の
丘
の
周
囲
に
は
桜
が
植
樹
さ

れ
、
入
り
口
階
段
の
左
手
に
は
、

桜
咲
く
上
江
洲
バ
ン
タ
に
夢
遊
ぶ安あ

ん
び
ん
ざ
く
ら

敏

桜

と
記
さ
れ
た
立
派
な
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。

※
「
暗
河
」は
上
江
洲
の
北
方
に
あ
る
洞
穴
井

泉
、
ま
た
こ
の
一
帯
は
暗
河
屋
取
と
呼
ば
れ
て

い
た
。

　

上
江
洲
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に

上
江
洲
鳴と

よ響
み
国

お
酒
や
　
泉
と
　
し
居
る

又
　
上
江
洲
聞
き
や
れ
国

真ま

み

き

神
酒
や
　
泉
ど
　
し
居
る

（
上
江
洲
は
、
名
高
い
国
で
あ
る
。
お
酒
や
神

酒
が
泉
の
よ
う
に
湧
き
出
る
と
こ
ろ
で
あ

る
）と
謡
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
上
江
洲
に
第
一
尚
氏
王
統
尚
徳
王
の

三
男
が
移
り
住
み
、
そ
の
末
裔
が
現
在
の
徳

田
家
と
言
わ
れ
て
い
る
『
具
市
川
市
誌
』
。

　

上
江
洲
は
当
初
現
在
地
の
東
方
、
大
田
よ

り
の
古
島
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、

十
九
世
紀
の
中
ご
ろ
現
在
地
に
移
動
し
た
と

伝
え
ら
れ
、
集
落
内
の
所
々
に
碁
盤
目
状
に

区
画
さ
れ
た
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
古
い
屋
敷

が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

上
江
洲
は
四
代
目
地
頭
代
を
勤
め
た
徳

田
吉
太
郎
、
三
代
目
官
選
村
長
を
勤
め
た
天

願
松
寿
、
民
選
村
長
を
三
期
勤
め
た
天
願
朝

順
（
健
雄
）
な
ど
行
政
面
で
人
材
を
輩
出
し
て

い
る
。

　

上
江
洲
は
、
高
地
、
丘
陵
地
を
表
す
地
名
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
系
統
の
地
名
と
し
て
上

地
、
上
原
、
上
間
な
ど
が
あ
る
。
上
江
洲
は
久

米
島
町
に
も
あ
り
、
宇
江
城
岳
に
続
く
山
地
、

丘
陵
地
に
あ
る
。
上
原
は
県
内
の
小
字（
原
名
）

を
調
べ
て
み
る
と
九
十
余
箇
所
も
あ
っ
て
高
い

土
地
を
表
す
一
般
的
な
地
名
と
な
っ
て
い
る
。
上

地
は
沖
縄
市
、
読
谷
村
、
宮
古
島
市
に
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
丘
陵
地
に
位
置
し
て
い
る
。

　

「
上
」
は
方
言
で
「
イ
ー
」「
ウ
ィ
ー
」「
ウ

ヰ
ー
」な
ど
と
発
音
さ
れ
、
文
字
通
り
周
囲
よ

り
高
い「
上
」を
意
味
し
て
い
る
。

　

具
志
川
、
安
慶
名
、
田
場
な
ど
の
低
地
か
見

れ
ば
、
上
江
洲
は
標
高
七
、
八
十
メ
ー
ト
ル
の

「
上
の
土
地
」
で
あ
る
。「
江
洲
」
は
元
来
、
川

や
湖
、
海
な
ど
の
底
に
砂
が
堆
積
し
て
出
来

る
土
地
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
土
地
を
表

す
語
と
し
て
久
米
島
の
上
江
洲
、
大
宜
味
村

の
江
洲
の
よ
う
に
「
洲
」
を
あ
て
た
と
考
え
ら

れ
る
。

※
訂
正
と
お
詫
び

　

前
回
の
与
那
城
の
と
こ
ろ
で
誤
記
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
と
お
詫
び
を
し
ま
す
。

一
段
目
の
十
七
行
目
「
中
頭
間
切
」
は
「
中
頭

郡
」の
誤
り
、
同
段
の「
う
る
ま
市
与
那
城
字

与
那
城
」は「
う
る
ま
市
与
那
城
」で
す
。

　

ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

は
ん
た
ば
る
胡

く
ぅ
ち
ょ
う
ぐ
わ
ぁ

弓
小
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